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◆全国組織設立準備委員会 

 8月 17，18日に開催された第 2回会議に引き続き、10月 16、17日に（財）

健康・体力づくり事業財団会議室で開催され、ほぼ JOAの形が整った。 

（１）会員は都道府県組織とする。 

（２）会費は１０万円とし、５万円を都道府県組織の事業費として還付

する。 

（３）入会金は一律５０万円とする。（３ランクに分ける案もあった） 

（４）役員（理事）は７名を各ブロックから１名ずつ。７名程度を学識

経験者とする。 

 

そして設立の趣意として、従来行政主導で行われてきたが、昭和６１年

（１９８６年）から補助金が打ち切られることもあり、いつまでも行政依

存では」いけない。また、オリエンテーリングはスポーツであり、公共の

ものである。従って公益法人組織であるべきである。さらに今後、国民体

育大会の競技種目を目指すために日本体育協会へ加盟が必要。 

 

また、関連して全国から寄せられた声をまとめ、O-JAPAN 編集部の田口肇

さんが青木弘氏に意見を聞いている。その一つに「今焦って多額の費用を

要する法人組織を作らなくても、まず有志都道府県を集めて連合組織を作

り、時期をみて法人化したらどうか」という意見がある。また、法人化を

目指すのは「社会体育指導者」の認定のためのみではないかという質問に

対し、青木氏は任意の組織を作っても全国的な組織活動を展開していくた

めには法人化と同等の経費や手間を要する。それよりかんがえるべきこと

はオリエンテーリングを始めた 1986 年からの 22 年間に築き上げた「社会

的認知」という莫大な資産の価値であり、それらの資産を活かすためには

広く認知されている法人組織をつくることである。また、「社会体育指導者」

認定との関係については、オリエンテーリング活動をより広く社会に提示

しうる好機と受け取っているととらえていると答えている。 

 

◆IOF 副会長来日 

 IOF副会長のチューディン氏が 10月中旬に来日し、10月 23日に JOLC

青木弘常任委員および田口肇専門委員が会見し、日本での世界選手権開催

の可能性などを中心に意見を交換した。 

 現在進行中の新組織については、財政的な問題についてあまり良い示唆

を受けることはできなかった。 

  

◆秋田で東日本大会 

 昭和 62年度の東日本大会が 11月 8日秋田県男鹿市で開催され、秋田杉

の美林は全国から参加したオリエンティアでにぎわった。はじめてのビッ

グ大会の大会主管を受けた秋田県関係者は、大会が近付くにつれて緊張の

うちに作業が進められ、当日の朝はその極みに達したが、次々フィニッシ

ュするオリエンティア、そして全員帰還の報に、大任を果たした喜びを表

していた。 

HEは北海道大学の小林毅選手、DEは遠来の出田裕子選手が優勝した。 

 

 

時の話題 
10 月 1 日日本楽器製

造が「ヤマハ」に、

小西六写真工業が

「コニカ」に社名変

更 

 

10月12日利根川進マ

サチューセッツ工科

大学教授がノーベル

生理学・医学賞を受

賞 

 

10月13日後楽園球場

での最後パリーグ公

式戦「日本ハム－近

鉄」戦が行われ、18

日にはセリーグ最後

の公式戦「巨人―広

島」戦が行われた。 

 

 

 

 

 

11 月 6 日竹下登内閣

発足 

 

11 月 9 日後楽園球場

解体工事始まる 

 

 

11月22日プロゴルフ

ァ有村智恵誕生 
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